
■天候

第１試合　　３回戦

球審：高橋憲　　塁審：茂木　松山　高橋広

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 計 安 失

3 5 0 1 0 1 10 11 1

0 0 0 0 0 0 0 0 2

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 遊         3 3 1 0 二安 四球 二ゴ 二失

2 中         4 1 2 3 右２ 中安 投飛 三振

3 一         3 1 1 1 投失 投犠 右飛 右安

4 捕         4 1 1 0 遊飛 左安 二飛 三飛

5 投         4 3 3 2 中安 中２ 右本 遊飛

6 三         3 0 1 2 中２ 投ゴ 一ゴ

7 左         2 0 1 1 死球 左３ 三振

8 二         3 0 0 0 三飛 捕ゴ 三ゴ

9 右         3 1 1 0 中安 捕ゴ 三振

          

          

          

          

          

29 10 11 10

6

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 三 投       2 0 0 0 三振 四球 三振

2 遊         3 0 0 0 一邪 遊ゴ 三振

3 二         2 0 0 0 三振 三振

4 中         2 0 0 0 遊ゴ 三振

5 捕         2 0 0 0 三失 三ゴ

6 一         1 0 0 0 一併 死球

7 右         2 0 0 0 遊ゴ 三ゴ

8 投 三       2 0 0 0 三振 遊ゴ

9 左         2 0 0 0 三振 遊飛

          

          

          

          

          

18 0 0 0

4

2

無安打無得点試合（６回参考記録）

備考

原　田　一　紀

上　田　涼　平

藤　井　裕　太

中　尾　勝　美
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残塁：４　併殺：０

残塁：２　併殺：１

安打

氏名

先攻の下松工業は初回、戸塚エース薗部の立ち上がりを捉え先頭の川原が二塁への内野安打で出塁するとすぐさま二盗・
三盗を決め２番藤井の右翼線適時二塁打であっさり１点を先制。なおも５番貞森、６番中山の連打で２点を追加し初回３点を
先制する。続く２回にも５本の長短打を絡めて５点を追加し８－０と試合を優位に進める。４回には５番貞森の右翼越本塁打
も飛び出し、６回にも敵失で出塁した川原が三盗を決め、３番大枝の右前適時打で本塁に返り１０－０と大きくリードを広げ
る。一方１・２回戦を大量得点で勝ち上がった戸塚だが下松工業先発貞森のテンポ良い投球の前に最後まで反撃の糸口を
つかめず、無安打無得点で敢え無くゲームセット。１０－０、６回コールドで下松工業がベスト８に進出した。下松工業の貞森
は打者２０人に対し、四死球２、８奪三振の好投であった。

合計

備考

■バッテリー ■投手成績

出場校名

下松工業

三振 四球

ポジション 氏名

大　枝　勝　己

河　添　幸　次

中　山　貴　博

川　原　大　和

戸塚

山口

神奈川

下松工業

■審判

貞　森　博　史

山口県立下松工業高校　対　横浜市立戸塚高校

代表地区

■日時 ８月１５日（金） 晴れ

６回コールド■球場 ■試合時間 １時間３３分 ■備考府中市民球場

2 8

貞　森　博　史

■投手成績

自責氏名 回数 打者

打者

吉　田　大　勝 8 1 3 0 0

小　山　　　優

投手

貞　森　博　史

捕手

河　添　幸　次

高　　　大　樹

投手 捕手

ポジション 氏名

合計

■バッテリー

10 0

並　里　雄　介

古　内　凌　太

佐　藤　真　澄

石　井　拓　也

薗　部　　　崇

薗　部　　　崇 24

8

回数 安打

20 0

吉　田　大　勝

田　制　雄　太

四球 自責

2 0

三振

佐　藤　真　澄

戸塚

■戦評

薗　部　　　崇

吉　田　大　勝


